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論 文 内 容 の 要 旨

微分位相幾何学において, 微分可能な写像の特異点に関する研究は, 最近 R .T hom , H .W hitney によ

って著 しく進展され, その特異点の集合の性質によって写像の性質を特徴づけようという傾向になってい

る｡ 著者斎藤喜宥は, 主論文において, 分解可能な写像を特異点の条件で表わすという問題を取り扱い,

三次元可符号多様体の場合に, ある意味での必要十分条件を与えた｡

多様体 M n から n 次元ユークリッド空間 Rn への写像 f が分解可能であるというのは, この f に対

して M n から Rn十1 への局所同相な写像 i が存在 し, かつ i の射影 Rn+1- Rn が f 自身に一致している

ときにいう｡

著者は, このような分解可能な写像のもつ性質を次のような方法, すなわち f 自身 の特異点の 集合

Sil- ir(f) の型を決定し, それらの間の トポロジー的な性質および関係を求め, さらにこれらの特異点集合

の変形 ･ 除去を f の変形によって与えるという方法で調べたのであるが, この方法は多 くの解析的な考

察および幾何学的な考察を経て用いられた｡ このようにして, 著者は, 三次元の可符号多様体の分解可能

な写像 f の特異点集合 Sl,1(f) および Sl ,1 ,1 (f) は f の変形によって除去できること, さらに, 一般次元

の可符号多様体 M n から Rn - の写像 f は, Sl,1(f)- 車,Si(f)- ¢ (i≧2) ならば分解可能な写像である

ことを証明した｡

このように, 著者斎藤喜宥の主論文は, 分解可能な写像に関する問題に対 して大きく寄与 したものであ

って, 価値の高いものである｡

参考論文その 1 - その 3 は, 位相幾何学そのものに関する論文であって, 著者の初期の業績である｡ そ

の 1 で Stiefel m anifold Vk.m ,m のホモ トピー群 7Tk. j(Vk+帆,m) (j≦5) を求めており,その 2 においては

rotation group SO (n) の七次元ホモ トビ一群 777(SO (n)) の生成元および群構造を完全に決定しているo

また, その 3 では, Steenrod 代数における基本的な関係式を与えている｡

参考論文その 4 は, 微分位相幾何学に関するものであって, 三次元多様体 M 2 の上の芙函数の特異点の
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型を使って二つの多様体の位相同相の条件を与えている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

著者は, 微分可能多様体の分解可能な写像のための条件を研究 し, T hom , H aefliger などの方法を発展

させて, 必要条件, 十分条件を求めた｡ まず三次元可符号閉多様体 M 3 からユークリッド空間 R 3 - の

generic m ap f が分解可能であるとすれば, その 0-approxim ation f で特異点集合 Sl,1(f)司 , にとれる

ことを証明した｡

つぎに, 逆の問題として, n 次元可符号閉多様体からn 次元ユ- クリッド空間 R n - の generic m ap f

が, singularities について

Si(f) - 4, i ≧ 2, S1,1(f) - 4'

ならば f ほ分解可能写像であることを証明した｡

著者斎藤喜宥の業績は, 微分位相幾何学における一つの大きな問題に, 深い知見を加えて一段の進歩を

加えたものであって, 著者が位相幾何学において豊富な知識とすぐれた研究能力とを有することが認めら

れる｡

よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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